
都市計画道路中3･3･2号奈良西幹線を次のように変更する。
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約5,380m 地表式 4車線
25m(18～
27.5m)

自動車専用道路(近畿自動車
道名古屋大阪線)と立体交差
中和幹線と立体交差
幹線道路と平面交差１０箇
所

車線の数の内訳 2車線 約770ｍ

4車線 約4,610ｍ

   「区域及び構造は計画図表示のとおり」
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第１号議案                       大和都市計画道路の変更（奈良県決定）
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都市計画道路 奈良西幹線の変更理由書

１．路線の概要

都市計画道路 奈良西幹線は、起点を王寺町王寺１丁目、終点を香芝市北今市

５丁目とし、王寺町及び香芝市を南北に縦断する標準幅員１８ｍ、２車線の幹線

道路である。

奈良西幹線は、大半の区間が国道１６８号と重複しており、西名阪自動車道、

国道２５号、(都)中和幹線、主要地方道天理王寺線、主要地方道桜井田原本王寺

線等の東西交通軸と接続することから、大和平野地域のみならず、大阪府域との

連携・交流機能を強化するうえで重要な役割を担っている。

当初、昭和４０年に都市計画決定後、昭和４８年に奈良西幹線として名称変更

され、最終平成１５年に都市計画変更を行っている。

整備状況は、国道２５号と重複する約０．２ｋｍが完成しており、国道１６８

号と重複する約４．５ｋｍ及び国道１６８号から中和幹線までの約０．７ のkm
合計約５．２ が事業化されている。km

２．都市計画道路変更の内容

（１）変更の理由

昭和４０年の都市計画決定後、王寺町及び香芝市において、市街化区域の編入

や用途地域の変更、また周辺の土地区画整理事業、市街地再開発事業等の整備も

進むなど、沿道サービス施設等の増大や土地利用の状況等が大きく変化してきて

いる。それらに伴い、周辺の交通流動が大きく変化してきており、今後さらに、

現在事業中である中和幹線の供用による奈良西幹線の交通量増加が見込まれる。

現道の国道１６８号は、既成市街地を通過する狭幅員の２車線道路で、歩道整

備も遅れているため、渋滞の発生、歩行者等の安全性が確保されていない等の交

通問題が生じている。

（２）変更の内容

王寺本町交差点から北今市交差点付近までの国道１６８号と重複する

約４．６ｋ 区間の変更を行う。m
・ 幅員を１８ｍから２５ｍとし、車線数を２車線から４車線とする。
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